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　は　じ　め　に
　教授・学習過程は，指導の主体である教師と学習の主体である児童・生徒，および児童
・生徒同士の，相互主体的な関係を前提とする教師の教授活動と児童・生徒の学習活動と
のダイナミックな相互作用過程であり，人間の全面発達を指向しつつ，教材を媒介として
積極的・自覚的に自他形成を促進し，実現していく過程でなければならない。
　積極的・自覚的な自他形成とは，自己と他（他者・集団・社会を含めて）とを共に実現
すること（自己形成と他者・集団・社会形成との実現）を指向し，自己と他とを一体的に
把握して，単に現在社会に適応した生活を営むだけではなく，絶えず生活の向上と科学的
で民主的な社会創造とを一体的に自覚しながら，前進的かつ発展的にその実現に主体をか
けて努力し，立ち向かう人間（自己・他者・集団・社会）の形成を目指すことである。
（引用・参考文献⑳一107～108ぺ一ジ，以下すべて⑳一107～IO8と記す）。
　科学的で民主的な社会創造は，教育の見地から言えば，自己形成と他形成との統一とし
ての人間形成によってはじめて成立し得るのである。つまり，自己形成のみでも，また他
形成のみでも真の教育は成り立ち得ないし，ましてや，科学的で民主的な社会創造などの
ぞみ得べくもない。
　それ故，教育の見地から，科学的で民主的な社会創造の実現を目指すとき，学校は必然
的に，学校自体・学級自体を科学的な民主主義を実践する場として望ましいものにする努
力をしなければならない。科学的で民主的な学校・学級，科学的で民主的な教授・学習環
境・雰囲気においてこそ，児童・生徒は科学的な，つまり科学的・客観的な真理に立脚し
た民主主義を身につけることができ，従って，科学的で民主的な社会的個人の形成並びに
その総体としての社会形成が発展的に期待できると言えるからである。科学的で民主的な
総体としての社会形成を目指す実践は，教授・学習過程においては，科学的で民主的な学
ゆ　　ロ　　　　　コ　　リ　　ドリ　　む　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
習集団の形成を目指すと同時に，その学習集団によって，科学的で民主的な自他形成を促
進・実現することを目指す授業実践であるといえる。
　そこで，授業を教師と児童・生徒，および児童・生徒同士の，相互主体的な関係として
成り立せ，自他形成を促進・実現させ，科学的で民主的な学習集団を形成していくと同時
に，その学習集団によって，さらに科学的で民主的な自他形成を促進・実現させていくた
めの重要な要因の一つある教材に特に焦点をあてて述べてみたい。
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1　「教材」概念の明確化
　教材について述べるにあたって，何よりもまず教材の概念を明確にしておく必要があ
る。なぜなら，これまで曖昧に，また各論者によって多様に使用され，しかも自明のもの
の如く使われてきたr教材」概念の整理・統一をはかることによって，研究・実践課題を
より一層明確にして，授業実践の内実を豊かで確固たるものにしていくことが何よりも重
要であると考えるからである。
　特に教材とかかわりのある教材と教具，教材と教育内容，教材と資料・素材の各両者を
同義に用いたり，また一方に含めるかと思えば，両者を区別するというように，教材とい
う語の用法は，混乱しているというのが実状である。この教材概念を明確にするというこ
とは，単に概念の整理・統一にあるというのではなく，授業実践に直接かかわる重要な問
題を明確にするということと結びついていると考えるからである。
　そこで，授業実践に直接かかわる重要な問題を明確にするという意味からも，以下，教
材と教具，教材と教育内容，教材と資料・素材について述べてみたい。
　教材と教具　教材を教育材料の約語と考え，そのr材料」を精神的並びに物質的に広く
解すると，教材は教育用の各種の用具や機器を含むことになる。しかし，教具は教授・学
習の補助手段であるから，内容概念というよりはむしろ方法概念である。従って教材に方
法概念としての教具までも含めることは混乱を招くおそれがある。（⑮一113）教材は，教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　コ　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　り
育の目標・ねらいを達成させる内容としての内容概念を含むと同時に，目標・ねらいを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　
達成させるもの（媒介物）としての手段概念をも含んでいる。また，教材の内容そのもの
が，達成すべき目標やねらいになることもある。それ故，教材は媒介的内容ないし媒介的
目標となり得るものであるといえる。これに対して，教具は教授・学習活動を有効に行わ
せるために工夫され，手段として使用される用具であると規定できる。
　近年になって，教具のほかに教育機器，教育装置という概念が成立してきて，教具と教
育機器，および教育装置との違いが問題となっているが，本稿の当面の課題からややはず
れるので，そのことを指摘するにとどめ，それよりは教材と教具の密接な関係について付
言しておきたい。
　それは，教材が，教授・学習活動を成り立たせる上に，より直接的な媒介物であり，教
具がより間接的な媒介物である，ということである。
　教材と教育内容　教材とは教育内容を具体化したものである。つまり，教育内容は，常
に，教育の目的・目標との関係において成立する概念で，教育の目的・目標を達成するた
めに選び出された文化財（科学的な知識や経験的事項など）であり，教材とは，授業実践
の観点から，教育の目標・ねらいを達成するために，児童・生徒の実態および地域や学校
の実態を充分考慮して，所与の教育内容，および地域や児童・生徒の生活の中にみられる
文化的な資料や素材などを検討・吟味して，それを児童・生徒が直接学習するものとして，
系統的・構造的に教授・学習過程に位置づけたものである。
　それ故，・教材は，教師が指導書や教科書，参考事例など，他者によって作られたものを
そのまま使用するのではなく，あくまでも（究極的には）教師自身が，教育の目的・目標
・ねらいに照して，児童・生徒の心身の発達段階とその特性〔児童・生徒の発達段階にお
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ける法則性（一般性）とその独自性（個性）〕および地域や学校の具体的諸条件を充分踏
まえて，所与性の強い教育内容を再検討し，不適当なものを除去し，必要なものを付加し
て，主体的に選択し，作成し，編成し，構成する具体的な教授・学習内容であり，それは
授業実践と直結するものであるということである。
　そして，このような教材の構成過程が教材化である。所与の教育内容や児童・生徒の経
験内容などがそのまま教材ではなく，それらが教材化を経てはじめて教材となるのであ
る。（⑮一ll3）従って，教材とは教材化された教授・学習材であるといえる。教師は，教
材化を通して教材のもつ教育的意味と価値を確認し，再認すると共に，教授・学習過程を
通して教材のもつ教育的意味と価値を常に問いつづけなければならないのである。このこ
とは，教師が教授・学習過程にもちこむ教材は，あくまでも教師側の論理に基づく仮設と
しての教材であるということである。その意味するところは，教授・学習過程で，児童・
生徒が主体をかけて教材に立ち向かい，教材のなかに刻み込まれ，対象化されている教育
的意味や価値を見つけ出し，引き出し，そしてわがものにすると同時に，自他形成作用の
次元にまで高め，位置づけていくか否かということによって，教師側の仮設としての教材
の真価が問われるということである。つまり，教授・学習過程で，教師と児童が仮設とし
ての教材に立ち向かい，位置づけ，そこに刻み込まれている教育的意味や価値を身につけ
得るように働きかける教師の教授活動と児童・生徒自身が個性豊かにわがものにする学習
活動とが相侯って，しかも，究極的には児童・生徒がそれぞれの豊かな個性を包含しつつ
総体（集団）として，教育的意味や価値を獲得し，自他形成を実現していくとき，はじめ
て真の教材，価値ある教材となり得るのであるということである。
　さらに言えば，教師は，教授・学習過程における児童・生徒の反応やかかわりにおい
て，仮設としての教材が価値ある教材として位置づくために，つまり，児童・生徒の一人
ひとりが個性豊かに教材に刻み込まれている教育的意味や価値を身につけ，自他形成を実
現し得るように，児童・生徒に対応して教材化しつづけなければならないのである。そし
て，この教材化とかかわって，仮説としての教材をどのようにして児童・生徒自身のもの
に転化させ，価値ある教材として位置づかせるかが重要な教育的課題であると同時に，
rどのようにして」という視角から，教材の特質に則して児童・生徒の思考をゆさぶり，
児童・生徒の思考に基づいた意見を引き出し，児童・生徒の多様な解釈や意見をどのよう
に交流させ，緊張関係を生み出し，教材の本質に迫らせるかという教師の発問の質とタイ
ミングが重要な教育的課題として浮び上ってくるということを，ここで指摘しておきた
いo
　教材と資料・素材　前述の教材概念を踏まえて言えることは，資料・素材はまだ教材化
を経ていない教材源であるといえる。このなかには，自然的・歴史的・社会的・文化的な
諸事象，有形・無形の情報，児童・生徒の生活経験などまで広く含まれる。それ故，教育
の目標・ねらい達成の可能性を内蔵している資料・素材を，無限に存在する資料・素材の
なかから適切に選び出し，それに教授・学習活動の媒体としての役割を付与したとき，資
料・素材ははじめて教材として教育的に意味づけられることになるのである。この過程が
資料・素材の教材化である。そして，視聴覚資料，文章資料などが教材化を経て，視聴覚
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教材，文章教材となるのである。さらに言えば，教科書は，児童・生徒と直接かかわる教
　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　●　・　　　　　　（1）・　…
師自身の教材化を経るまではr真の」教科書教材ではなく・教科書資料にすぎないとい
うことである。
　無限ともいえる資料・素材のなかから最も適切なものを選び出し，教材化していくとい
うことが，教師に課せられた使命であると共に，ここに教師の研究と教育の自由に属する
問題があり，真の意味での専門職としての教師の主体性を確立し，教育を確固たる基盤の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　・・
もとに据えていくという点からも重要なことなのである。とはいえ，無限ともいえる資
料・素材のなかから最も適切なものを選び出し，教材化していくということは，児童・生
徒側の条件，学校の施設・設備などの条件，また教師側の条件，特に教師個人が，自分自
身ですべてにわたってそれぞれに必要な資料・素材を収集し，検討・吟味し，編成し，構
成していく時間や労力などを考えあわせると，実は容易なことではないのである。そこ
で，半ば教材化された資料・素材が，総体としての教師によって，共有財産として資料室
に整備・累積されていくと共に，それらが多くの教師の授業実践を通して修正され，つく
りかえられ，磨きあげられていくことが必要なのである。ここで，「半ば教材化された資
料・素材」という言葉を使用したのは，教材化の条件は必ずしも一致しないということと
同時に，それらが，あくまでも児童・生徒と直接かかわる教師によって教材化され，つき
つめれば，具体的な教授・学習過程の展開場面ごとに教材化されつづけることによって，
価値ある教材とならなければならないものだからである。そして，r教材化しつづける」
ということは，教材というものは，児童・生徒と直接かかわる教師自身の手でつくり出さ
れていくものだという前提に立つものであり，静的なニュアンスのある既成の，ないしは
所与性の強い「教材を解釈しつづける」ということを遥かに越えた深い意味を内包してい
るということである。つまり，授業実践にのぞむ教師は，自分がもちこむ教材の本質を徹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　り　　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　　　　　　
底的にとらえているという乙とが前提であり，さらに言えば，本質をとらえているという
ロ　　　　　ロ　　リ　　コ　　コ　　　　　ヨ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロ　　　　　　　　コ　　　　　ロ　　ロ　　　　　ロ　　　　　の　　　
ことが他を指導し，教授するということを許されている根拠であり，児童・生徒一人ひと
りのかかわりにおいて，また，児童・生徒の総体としてのかかわりにおいて，児童・生徒
自身のものになるように教材化しつづけていくことが重要だということである。そのため
には，何よりも教材化への視点を確立していく必要がある。そこで，次にそのことについ
て述べてみたい。
豆　教材化への視点の確立
　前述した如く，教授・学習過程は，指導の主体である教師と学習の主体である児童・生
徒，および児童・生徒同士が教材を媒介にして，知的内容・経験内容やものの見方・考え
方・感じ方を交流し，相互作用をしあう過程であり，あくまでも児童・生徒がこの相互作
用過程における一方の主体であり，この相互作用過程を通して自ら変化し，発達していく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）と同時に，他を変化させ，発達させていく過程でなければならない。教授・学習過程
は，直接的にはこれら三者の相互作用関係のなかで進行する動的過程（相互に，矛盾・対
立・統一を繰り返えし，発展する過程）であり，そこには幾つかの側面が含まれている。
教授・学習過程は，児童・生徒の側からは，児童・生徒が教材を媒介として科学・技術・
芸術の基本や経験的事項を習得すると同時に，能力・技能・態度を身にっけていく過程で
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あり，教材を媒介とする教師の働きかけ（発問とか教示）や児童・生徒相互の働きかけの
もとで児童・生徒が自他形成を実現していく過程（科学的で民主的な学習集団形成過程）
でなければならない。また，これを教師の側からみれば，教材を媒介として，児童・生徒
の可能性を全面的に開花させていくと同時に，意図的・計画的に，科学的で民主的な学習
集団の形成を目指して組織化していく過程（認識過程と集団過程を統一していく過程）で
なければならない。さらにまた，これを教材の側に立ってみれば，価値ある教材として位
置づくように，教師と児童・生徒の総体によって教材化されつづけていく過程でなければ
ならない。
　現実の教授・学習過程は，こうした諸側面の統一としてあるが，これらの諸側面は，そ
れぞれ相対的に独自な論理や法則をもっていて，必ずしも統一されているとは限らない。
それぞれの論理や法則が自覚的に組織・統一され，総体として諸力を発揮するとき，はじ
めてすぐれた授業が成立し得るといえるのである。以上のことを充分踏まえた上で，教材
化への視点について触れてみたい。
　教育の目的・目標・ねらいを踏まえた視点　教材はすでにあるものではなく，児童・生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）徒と直接かかわる教師が目的・目標・ねらい　を徹底的に踏まえて選択し，編成し，構成
し，つくり出していくものであるという原則に立つ限り，何よりも自他形成上，すぐれた
明確な目標・ねらいを設定するということが教材化への前提的視点である。
　教授・学習の目標・ねらいを明確にするということは，教授・学習を通して形成される
人間的諸力（知識・理解，能力・技能，態度）の中味を明確にするということである。ど
のような人間的諸力がある時間内で形成されればよいのかを明確にしなければ，目当てや
見通しのない授業に堕するほかはない。仮に，目標・ねらいが明確でなくても，授業がな
されれば，それなりのカは形成されるであろうが，それをどのように累積し，児童・生徒
　　　　　　　（5）
の継続的・発展的　な発達を保証していくかという段階になると，木に竹を継ぐという讐
のようにならざるを得ない。それ故，児童・生徒の継続的・発展的な発達が保証されるた
めには，何よりもまず自他形成上，すぐれた目標・ねらいが明確にされなければならない
のである。継続的・発展的な発達を保証する目標・ねらいの明確化は，今とりあげようと
している教材（現在の教材）が，児童・生徒の今まで学習した教材（既習の教材）とどの
ような関係にあり，また今後どのように発展すべきか（今後の教材）という長期的な見通
しのもとに，教材化をはかることを促すことになるのである。つまり，児童・生徒の継続
的・発展的な発達を保証する目標・ねらいは，既習の教材・現在の教材・今後の教材とし
て継続的・発展的な系統として位置づく教材化を促進させるのである。
　教授・学習の目標・ねらい（教師の意図）が，教師の提示した教材によって，児童・生
徒が追究せざるを得ない，または解明せざるを得ない学習問題として明確化されると共
に，その教材を児童・生徒が主体的に追究することによって，教授・学習の目標・ねらい
が達成できるものとして，教材化をはからなければならない。というのは，児童・生徒に
何を問題にさせ，何を解明させるべきかなどは，教師が設定する目標・ねらいを踏まえた
教材によって方向づけられ，左右されるものだからでもある。教師にとっての目標・ねら
いが，児童・生徒にとっての学習問題として明確化し，成立したとき，授業実践の目的の
大半が達成されたと言っても過言ではない。それ故，教師にとって目標・ねらいというの
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は，児童・生徒にとっては問題とおきかえられるべきものであるといえる。（⑭一88）
　要するに，教材は教育的価値をもつものとして教授・学習過程にもちこまれるのである
が，教育的に価値があるというのは，目標・ねらいの達成に役立つということである。教
育の目標・ねらいをほかにして教育的価値の問題はなく，教材価値は目標・ねらいとの関
係で決まるともいえる。
　今日，問題になっている教育内容の精選の問題も，目標・ねらいの精選，明確化が前提
であり，内容の精選だけに心を奪われていたのでは問題の解決にはなり得ないということ
を付言しておきたい。
　科学的で民主的な社会創造を目指す視点　教授・学習過程を科学的で民主的な社会創造
を目指す自他形成実現過程として位置づけていかなければならないことは，すでに述べた
ところである。そこで，科学的で民主的な社会創造を目指す自他形成実現の主体になりき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　ロ　　リ　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
っていくための不可欠な人間の本質的諸力を児童・生徒に保証していくという展望に立っ
た視点からの教材化が重要である。教師は絶えずこの前提的次元にまでたちかえって教材
化を考えておかなければならない，ということだけをここで確認しておきたい。というの
は，科学的で民主的な社会創造を目指す実践は，教授・学習過程においては，科学的な認
識過程と民主的な集団過程とを統一した学習集団形成を目指す授業実践であり，そのこと
については後で触れようと思うからである。
　科学・技術・芸術の基本を踏まえた視点　社会を本質的に豊かにするような科学・技術
・芸術は，人類が社会的・文化的諸活動の過程で獲得し，蓄積し，発展させてきたもので
　　　　　　　　　　　　　　　（6）あり，その確実な伝達と習得なしには，社会や文化の創造・発展を現実のものとするこ
とはできない。新しい世代は，人間の生存の基本的過程としての生産的実践における社会
的生産と再生産の過程で獲得され，検証され，蓄積されてきた科学・技術・芸術を基礎的
・基本的な原動力として継承すると共に，その確実な習得によって，新しい世代の社会的
・文化的課題を実現するための能力や態度を身につけ得るし，客観的世界を絶えず新たな
生命あるものとして創造・発展させ得ることが可能になるのである。教育は，人類が歴吏
的発展の過程で獲得してきた文化遺産である科学・技術・芸術の世代間における伝達・習
得を目指す社会的作用であるとも言われるのは，このことを意味するのである。
　ここに，人類が社会的・文化的諸活動の過程で蓄積し発展させてきた科学・技術・芸術
の基本の習得をすべての児童・生徒に保証することなしには，児童・生徒の自他形成の実
現はもとより，科学的で民主的な学習集団の形成は不可能であるといえる。それ故，教材
のなかには，人類が歴史的・社会的に獲得してきた文化遺産である科学・技術・芸術の基
本が体系的に組み込まれていなければならないと共に，何よりも重要なことは，真理・真
●　o　●　o　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　蔓　●　．　●　o　。　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
実の体系が教材に貫かれていなければならないということである。
　そこで，教師は，常に真理・真実にあらざるものは排除すると共に，現代諸科学の成果
　　　　　・　…　　　。　…　　　　　●　。　・（8）…　　　。　…　　　。　…　　　。　・　・　・　　・　・　…
のなかから生きて働く基礎的・基本的　で体系的な認識内容ばかりでなく，認識方法ま
でも児童・生徒が身につけ得るようにするという視点から教材化をはかっていかなければ
ならない。
　児童・生徒の実態を踏まえた視点　如何に高い価値を内包する文化遺産であっても，そ
れが児童・生徒の自他形成作用の次元に位置づかなければ，陶冶価値をもつとはいえな
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い。従って，それは教材とはなり得ないのである。教材はもともと児童・生徒のためにあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）るのであって，教材のために児童・生徒があるのではないからである。教材が価値ある
教材として，自他形成作用の次元に位置づくためには，その教材が児童・生徒の活動に組
み入れられ，児童・生徒の内面に深く入りこむと共に，児童・生徒の内から発展的に自他
を形成していくものでなければならない。
　それ故，教師は，児童・生徒の興味・関心・要求はもとより，児童・生徒が現在身につ
けている知識・技術やものの見方・考え方・感じ方，さらに，学習や集団に対する構えや
態度など，つまり，児童・生徒の実態を充分踏まえた上で教材化をはかっていかなければ
ならない。このことは，児童・生徒が現時点でもっている興味・関心，知識や技能，ある
いは学習に対する意欲や構えなどを全面的に認め，それにそっくり合わせる形で教材化を
はかっていくということではない。つまり，児童・生徒の実態を踏まえるということは，
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在の児童・生徒の発達段階を明日の児童・生徒の（予測的）発達段階との関連で捉える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ということであり，　r何ができるか」ではなく，　r何ができるようになりつつあるか」
という視点から児童・生徒の発達の可能性を掘り起し，次の発達段階に引き上げるような
レベルのものを教材化していくということである。
　ヴィゴツキーは，児童・生徒の発達を，現在すでに到達している水準と，指導や協力に
よって到達し得る水準との二つの水準で捉えるべきだとしている。そして，彼の「発達の
最近接領域」は，到達し得る水準，あるいは到達し得る水準とすでに到達している水準と
の差に着目して，児童・生徒の発達の可能性の領域を明らかにした概念であり，児童・生
徒が現在，独力では課題解決できないが，適切な指導や協力が得られれば課題解決が可能
となり，さらに，それを独力による解決にまで発達させていく可能性をもった領域のこと
である。そこで，教師は，児童・生徒のr発達につづいて進むだけでなく，発達と歩調を
一つにするだけでなく，発達の前を進み，発達を前へ進めたり，発達のなかに新しい形成
をよびおこす」　（③一67）という観点から，児童・生徒の発達に一歩先まわりして，児童
・生徒の発達をその根底において規定している主体の論理にゆさぶりをかけると同時に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）主体の活動を引き起し，児童・生徒のレディネスそのものをつくり出していく　　ような
レベルのものを教材化していかなければならない。
　それ故，価値ある教材とは，児童・生徒の発達段階に適応したというよりはむしろ，発達
へのゆさぶりが可能であるような重たい内容のものでなくてはならないといえる。（⑳一13）
　地域の実態を踏まえた視点　児童・生徒は，地域社会のなかで，地域のかかえる問題を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）生活体験・生活実感として内在化させながら生活している。　このことを，教師は教材
化にあたって充分踏まえておく必要がある。
　地域の具体的な現実を踏まえた教材は，児童・生徒の日常生活と密接に結びついている
ために，児童・生徒の興味・関心を喚起し，学習意欲を高め，児童・生徒同士の学習活動
を活発化するばかりでなく，児童・生徒の認識を確かで強固なものにする。また，教師
は，これらの教材を媒介にして，自然や社会の諸事象についての見方・考え方・感じ方の
基礎を生活現実に根ざした形で実感をこめて児童・生徒に体得させ得ると同時に，自然や
社会の諸事象に主体的にしかもきびしく立ち向い，それらの本質をリアルに生き生きと追
究し，発展させようとする態度を形成させ得るのである。つまり，地域の諸事象を教材化
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するということは，まさに児童・生徒の体験や実感を喚起すると同時に，児童・生徒の認
識や対決を一層価値高きものに変容させ得る矛盾や問題を含んだ事象を教材化するという
ことである。
　それ故，価値ある教材とは，児童・生徒と地域（自然的・社会的環境）を発展的に媒介
するものでなくてはならないといえる。
　知的対決の過程を踏まえた視点　教授・学習過程の基本は，児童・生徒を教材と知的に
対決させ，この二つの契機を展開のバネとしつつ，すべての児童・生徒の学習を引き起し
ていくことによって，児童・生徒がその教材を主体化し，科学・技術・芸術の基本を習得
すると共に，文化や社会創造の基礎をつくっていく能力や態度を形成することにある。
　そこで，そのような知識・能力・態度を児童・生徒が主体的に身につけ得る知的対決の
過程をどのようにつくり出していくかが教師にとって重要な問題となってくる・教材と児
童・生徒との知的対決の過程をつくり出していくためには，何によりもまず，児童・生徒
に課題や問題を生み出させると同時に，その課題や問題を追究し，解決せざるを得ないよ
うな教材を提出しなければならない。というのは，課題や問題は，単に児童・生徒の内面
から自然に生じてくるというよりは，児童・生徒の根底を規定している主体の論理をゆさ
ぶったり，否定したりしたときに生み出されてくるものだからである。主体の論理をゆさ
ぶっていくということは，児童・生徒の主体の論理と認識対象である客体の論理との問に
反発・矛盾・対立を生じさせ，緊張関係をつくり出していくと共に，認識主体である児童
・生徒にこの矛盾や対立を明確に自覚させ，この矛盾や対立を克服しようとする活動を起
させることによって，客体の論理を主体化し，主体の論理をより一層普遍的で，客観的な
ものにしていく活動を持続させていくことである。
　それ故，児童・生徒の主体の論理とは明らかに矛盾・対立するもの（児童・生徒の既有
の知識・経験・見方・考え方・感じ方と矛盾・対立するもの）を教材化し，児童・生徒に
その矛盾や対立がわかる形で（発問・教示などとかかわって）示してやると共に，この矛
盾や対立をまさに児童・生徒が克服せざるを得ないような課題や問題であると受けとめる
ような形で教材化しなければならないのである。
　従って，価値ある教材とは，児童・生徒の思考や意識のなかに新しい・より高い次元へ
の矛盾や対立を発展的に引き起すことのできるような豊かな内容をもつと共に，弁証法的
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　
思考を育成することのできるものでなければならないといえる。
　学習集団の形成を目指す視点　現代の学校教育の課題は，科学的陶冶と民主的訓育を一
人ひとりの児童・生徒に統一的に達成させると同時に，総体としての児童・生徒集団に統
一的に達成させることにあり，科学的で民主的な社会創造を担い得る国民主体を形成する
ことにあるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　’
　科学的で民主的な学習集団の形成過程は，科学的な認識過程（陶冶過程）と民主的な集
団過程（訓育過程）を統一していく過程である。つまり，学習集団形成の目的は，r認識」
とr集団」を統一し，　r思考」とr人格」を統一的に形成することにあり（これは，授業
実践の課題でもあり），児童・生徒が相互に励み合い，感動し合い，協力し合い，評価し
合う民主的な思考共同体をつくりあげ，自他形成を促進・実現していくと同時に，授業実
践の視角から科学的で民主的な社会創造の実現につながる科学的で民主的な学習集団を形
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成することにある。
　ここで，r集団」や「個と集団の関係」に対する位置づけ方ないしは捉え方について触
れておく必要がある。
　「グループ学習」におけるrグループ」ないしはr集団」は，個々人の可能性を最大限
に開花させるための手段として位置づけられている。（⑳一23）例えば，上田薫氏は，r集
団をどれほど重視しても，それはあくまで手段であると見なす。……集団はどこまでも
指導のための手段である。」（⑫一314）さらにr集団は，教育にとってまさしく不可欠
の要素なのである。しかしそれは目的としてではなく，あくまでも手段としてなのであ
る。」（⑬一196）と述べている。つまり，ここでのr集団」は，あくまでも教育の手段と
して方法的に捉えているのである。
　またr集団主義学習」におけるr集団」は，どちらかと言えば個々人に優先する存在と
して位置づいている。（⑳一13）再度，上田氏の言葉をかりれば，「集団主義に対する憂
慮には，もう一つ重要な点がある。それは集団における規律の尊重ということにかかわ
る。　r現代は集団の時代である。』というような概括的な発言を単純に理解して，人びと
はとかく盲目的に集団優先の見地にかたむきやすい。」（⑫一314～315，傍点…引用者）と
いうことである。つまり，ここでのr集団」は，「個」に優先する存在になりやすいとい
うことである。
　さらに言えば，　「グループ学習」では，協力性・協調性や共同思考の効果が強調されて
いるが，成績上位者のリーダーシップと自発的・積極的活動を生み出す一方，成績下位者
の依存的・追随的行動とか，グループからの遊離を引き起す傾向もある。（⑳一23）
　またr集団主義学習」では，相互に示唆し，意見を述べ，批判し合うなどの班の成員相
互の助け合い行動が顕著に認められるが，成員に集団規律を押しつけて学習指導をすすめ
るので，表面的には全成員の成績は向上するが，教師や班長への絶対的服従という態度が
生まれて，児童・生徒の独立性・自主性が失われ，集団の中に埋没してしまうおそれもあ，
る。　（⑳一23）
　r学習集団」の理論と実践におけるr集団」やr個と集団の関係」に対する捉え方は，
端的に言って，これまでの捉え方の欠陥や矛盾を止揚する方向で位置づきつつあるといえ
る。というのは，これまでのr集団」やr個と集団の関係」に対する捉え方の欠陥は，
r個か集団か」とか，　「個を目安にするか集団を目安にするか」　（⑬一193）とか，r個と
集団のどちらを重視するか」とかいう対立的ないしは二者択一的な発想の域を脱していな
いところにあり，少なくともr学習集団」の理論と実践における「個と集団とを共に高め
る」という自他形成実現への自覚的・前提的視点の欠落と共に，個と集団との弁証法的関
係の自覚的把握の欠落にあると思われる。
　すでに明らかなように，　r学習集団」の理論と実践におけるr集団」の捉え方は，科学
　　　　　　　　ロ　　　む　　　　　　　じ　　　コ　　　　　　　し　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　ロ　　　の　　　　
的で民主的な学習集団の形成を目指すという目的（原理）と同時に，その学習集団によっ
て（手段），科学的で民主的な個形成（→自他形成）を促進・実現するという手段原理と
を内包しているものとして捉えるのである。つまり，科学的で民主的な学習集団形成それ
自体に目的原理と同時に方法原理が内包しているといえるのである。
　そこで，科学的で民主的な学習集団を形成していくためには，科学的陶冶と民主的訓育
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とを一人ひとりの児童・生徒に統一的に達成させていくと同時に，総体としての児童・生
徒集団に統一的に達成させていくことが必要である。
　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　
　それ故，学習集団の形成にとって価値ある教材とは，端的にいって，陶冶と訓育の統一
●　●　・　●　o　●　●　。　●　●　●　o　●　（12）
された教材ということになる。　このことは，人間社会に不可欠なものを陶冶し，訓育す
ることなしには，社会生活を営むことができないばかりでなく，科学的で民主的な社会創
造などのぞみ得ないということを前提的に踏まえていることである。
　このことを踏まえた上で，教師は，班活動とかかわって，児童・生徒が個性的な思考や
　　　　　　　　　　　　　　●
論理を多様に出すと共に，その多様な思考や論理を交流し，討議することによって，より
質の高い思考や論理を次ぎ次ぎに生み出し得るものを教材化しなければならない。つま
り，個人の思考・論理発展の契機にとどまらず，集団全体の思考・論理発展の契機として
位置づくと共に，個人の課題や問題を包含しつつ共通の課題や問題に高め，組織し得るも
のを教材化しなければならないのである。
　ここに至って，価値ある教材とは，少なくとも以上の視点を踏まえて教材化したもので
あると共に，それを教授・学習過程にもちこみ，児童・生徒を発達させ，自他形成（学習
集団形成）を促進・実現させるものとして位置づいた教材をいうのである。教材が，教材
という名にふさわしい所在として自他形成作用の次元に位置づくためにはその教材が一人
ひとりの児童・生徒の内面に深く入り込み有効な働きをもたらすと共に，一人ひとりの児
童・生徒はもとより総体としての学習集団を質的に変容させることができるものでなけれ
ばならない。
　教材は，固定したものとしてある（r在る」教材観）のではなく，教授・学習過程を
通して教材化しつづける総体としての主体活動によって，ますます教材となっていくもの
（「創る」教材観）なのである。それ故，ここでの教材のr価値」は，決して固定的な価
値をさすのではなく，あくまでも児童・生徒や学習集団や教師の力量との関係で決まると
　　　　　　　（13）
いえるのである。
　さて最後に，教材は，教授・学習過程において変化・発展するというダイナミックな概
念として自覚的に捉える必要があるということと，児童・生徒や学習集団の質の高まりに
相応してその教材の価値も変化・発展するということとを付け加えて結びとしたい。
（註）
（1）ここで「真」のという言葉を使用したのには，理由があってのことである。というのは，教科書の
　定義にっいて，現行法規が「小学校，中学校，高等学校及びこれらに準ずる学校において，教科課程
　の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の用に供せられる児童又は生徒用図書
　であって，文部大臣の検定を経たもの又は文部省が著作の名義を有するもの」（r教科書の発行に関
　する臨時措置法第2条第1項ゴ⑲一151，傍点…引用者）と規定しているからである。
　　さらに，学校教育法第21条第1項に「小学校においては（第40条中学校準用，第51条高等学校準
　用），文部大臣の検定を経た教科用図書又は文部省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなけれ
　ばならない。」（⑲一30～31）と，その使用が規定されている。
　　これらの規定によると，わが国の教科書は，児童・生徒が共通に所有し，教育課程の構成に応じて
　組織排列された教科の主たる教材であり，法的にその使用が義務づけられていることになる。しかし
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　ながら，そのことは教科書の示す通りに教授・学習を展開しなければならないこ．とを意味するもので
　はない。それは，学校教育法第21条第2項でr教科用図書以外の図書その他の教材で，有益適切なも
　のは，これを使用することができる。」（⑲一31）と規定している，ことからも明らかである。つま
　り，教科書は，全国の学校に当てはまるように作成することが基本となるため，地域や学校および児
　童・生徒などの実態に合致しない面があり，また教科書に掲載されている内容や統計資料なども必ず
　しも最新のものであるとは限らず，教科書が提示するものよりも適切なものが他に存在するなどの欠
　陥があるからである。
　戦前の教育では，教科書を唯一絶対の教材と考える傾向が強かったが，戦後は，教育課程の構成に
　応じて組織排列された主たる教材として編集された図書ないしは資料集，あるいはさらに進んで今日
　では，教授・学習の展開にあたって，一つの有力な資料，手掛りとして位置づけるようになってい
　る。
　　ここにおいて，現行法規の諸規定と現在の教科書観を踏まえて言えることは，教科書は，児童・生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　じ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　徒と直接かかわる教師自身の教材化を少なくとも経るまでは，真の教科書教材とは言えず，仮の教科
　書教材ないしは教科書資料にすぎないということである。
（2）　「一人ひとりの個性を豊かに伸ばし，創造性や社会性を育成し，一人ひとりの可能性を全面的に開
　花させる」（⑳一40）という教育に内在する要請にこたえるためには，一般的にいえば教育における
　研究と自由が，とりわけ児童・生徒と直接かかわる教師の教育実践上の研究と自由が不可欠なのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ロ　　　　　　　　　　　　の　　ヨ　　じ　　　　　コ　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　
　る。つまり，教育の本質そのものが，教師の研究と教育の自由を必須の要件として成立するものであ
　るということである。
　　さらに詳述すれば，教育の本質は児童・生徒の可能性を開花させる意図的にして継続的な営みであ
　り，そのような本質を実現するためには，児童・生徒の権利，とりわけ学習・発達の権利を承認し保
　障するとともに，児童・生徒の学習・発達を保障する教育内容の編成と，教育方法の探究とが不可欠
　であり，それは科学としての専門職者たる教師にふさわしい教育の研究によってのみ達成され，その
　ために不可欠なものは，「親を中心とした国民の教育責務一国民の教育の自由」に基礎づけられた教
　師の教育権の確立であり，その系としての教師の研究と教育の自由なのであるということである。
　（⑱一69）
　　ここで，教師が，憲法・教育基本法の原則（平和と民主主義，真理に基づく教育）にそう教育を推
　進し，児童・生徒の可能性を最大限に開花させる（児童・生徒の学習・発達を保証する）ための適切
　な資料・素材を教材化していくためにも，教師の研究と教育の自由が不可欠である，ということを再
　度強調しておきたい。
（3）常に生き生きとした自己，他（他者・集団・社会を含めて）を生み出すのは，不断に自己を質的に
　変容させ，自己を質的に実現していこうとする情熱でもって（全存在をかけて），他にかかわってい
　くことによって，はじめて可能なのである。つまり，自他形成実現への前提的姿勢とは，このことを
　さすのである。
（4）教育における目的・目標・ねらいという言葉は，いずれも教授・学習の結果として期待される到達
　点を意味する。教授・学習の過程はそれらによって規制され，それらを指向して展開される。それ
　故，教育の全体構造の中核をなすものはその目的である。教育は意図的自他形成であるが，自他形成
　の意図は目的の自覚から起るのである。教育が単なる自然成長または一般的な環境の影響から区別さ
　れるのは，その目的自覚性にあるのである。
　　ところで，教育における目的・目標・ねらいの三つの類語は，一般的には，目的を最上位として，
　目的と目標，目標とねらいがそれぞれ上位・下位の概念関係におかれる。目的は教育が全体として究
　極的に目指すものであり，目標・ねらいはそれを達成する過程において目指すものであるともいえ
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　る。目的は全体としての教育を方向づけるものであり，目標・ねらいは具体的な教育活動を方向づけ
　るものである。目標は目的の具体的展開であり，さらに，ねらいは目標の具体的展開であるともいえ
　る。それ故，目的と目標とねらいとは，一体でなければならないのである。
（5）ここでの「発展的」とは，広がりにおける発展性と深さにおける発展性の両方を意味し，それらが
　交錯して螺旋的（spira1）に上昇していくことをあらわしているのである。
③　ここで，重要なことは，科学・技術・芸術の基本の単なる伝達にあるというのではなく，児童・生
　徒がそれらの基本を身につけることを通して，児童・生徒のなかに探究的思考や創造的知性，あるい
　は豊かな感性を開花・発展させていくということにあるのである。（⑥一13）
（7）児童・生徒の学習権を真に保障する教育が行われるためにも，教材の科学性・真理性と，教師の研
　究と教育の自由が不可欠なのである。
（8）情報・知識・技術量が加速度的に増大しつつある現代の学校教育においては，定着させるべき対象
　としての知識・技術は，基礎的なものであると共に，より転移度の高い基本的なものでなければなら
　ない。それ故，教材化は，知識・技術の量的総和ではなく，質的全体性の観点からすすめられなけれ
　ばならないのである。
（9｝ここに，教材化にあたって，教授・学習の媒介的対象・事物それ自体がもつ科学的・客観的論理性
　と，児童・生徒の心理性との相互関連構造を如何に把握し構想するかということと共に，この媒介的
　対象が備える論理性（客観性）と心理性を現実の生活条件のなかで生きている一人ひとりの児童・生
　徒の真の主体的なカとなるように，如何に主体化するかということとが重要な問題となってくるので
　ある。　（⑨一7）
㈲　学習の成立を可能にする学習者の心身の準備状態をレディネスというが，ヴィゴツキーのr最近接
　領域」やブルーナーの「螺旋形教育課程」（④一15～17，42～69）などの研究が注目されるように，
　レディネスは，成熟に基づく自然的成長の結果としてできるものではなく，むしろ教育によって促進
　させ，つくり出されるべきものだと考えられる。
⑳　このことは，地域が，児童・生徒の生活の場であると共に，単なる生活空間ではなく，児童・生徒
　の生活自体を変革・発展させようとする課題性とその課題を共に解決・実現しようとする連帯性とを
　内包している生活空間であるともいえるのである。
働　陶冶と訓育とが統一的に達成されていくとき，真の全面発達の人間形成が促進・実現されていくの
　である。それ故，陶冶を，単なる知識の伝達＝記憶としてではなく，児童・生徒が驚きや感動をもっ
　て主体的にそれを習得していく過程として，つまり，訓育と結合して捉えなければならないのであ
　る。（⑥一12）
　科学・技術・芸術の基本を児童・生徒が習得し，内在化していく過程は，常に，ある種の驚きや感
　動をともなう新しい発見への道程であると同時に，新しい疑問や問題への出発でなければならない。
　陶冶と訓育の統一過程として教授・学習過程を捉えるということは，そういうことなのである。（⑥
　一13）
　　それ故，ここに，価値ある教材とは，「憶える教材」ではなく，「感動をこめてわかりあえる教
　材」であるといえる。
個　つまり，教材の価値は，児童・生徒や学習集団や教師の力量との相関的だといえる。
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